
子
育
て
　
教
育

く
ら
し
　
ま
ち
づ
く
り

議
会
改
革
な
ど

大
阪
府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
力
を
生
か
し

市
民
や
市
内
中
小
事
業
所
が

年
を
越
せ
る
よ
う
に
対
策
を

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
時
を
越
え
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
税
収
の
落
ち

込
み
予
測
を
理
由
に
、
自
治
体
独
自

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
ま
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
摂
津
市
が
大
阪

府
内
で
最
初
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
と

市
内
小
規
模
事
業
所
へ
の
激
励
金
」

を
実
施
し
た
こ
の
間
の
取
組
み
を
評

価
し
た
上
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
と
現
在
の
摂
津
市
の
財
政
状
況
を

示
し
、
大
阪
府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
財
政
力
を
生
か
し
、
年
を
越
せ

る
よ
う
に
、
対
策
を
行
う
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

住
民
は「
公
共
交
通
の
充
実
」を
最
重
視

―
―

鳥
飼
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

防
災
対
策
、学
校
な
ど
公
共
施
設
の
再

編
な
ど
住
民
と
の
双
方
向
の
議
論
を

　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、

水
害
リ
ス
ク
が
高
い
鳥
飼
地
域
に
、
河

川
氾
濫
時
の
水
防
、
救
助
活
動
の
拠
点

を
整
備
す
る
国
直
轄
事
業
で
す
。
摂
津

市
は
、
国
が
用
地
を
買
収
し
堤
防
の
高

さ
ま
で
か
さ
上
げ（
最
大
10
メ
ー
ト
ル
）

し
た
上
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
を

建
設
し
平
常
時
に
活
用
し
ま
す
。
今
年

度
末
ま
で
に
基
本
計
画
、
来
年
度
末
に

は
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
６
月
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

の
分
散
登
校
で
は
、
１
ク
ラ
ス
20
人
ほ

ど
の
少
人
数
学
級
と
な
っ
た
こ
と
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
だ

け
で
な
く
、学
習
意
欲
の
向
上
、問
題

行
動
の
減
少
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。

　
少
人
数
学
級
の
必
要
性
は
、
共
通
の

小
中
学
校
全
学
年
で
早
期
実
施
を

安
全
安
心
の
少
人
数
学
級―

―

コ
ロ
ナ
禍
で
実
証

市
と
し
て
も

具
体
的
な
取
り
組
み
を

医療費総額は減少、連続値上げの根拠なし。

　
昨
年
、
摂
津
市
が
鳥
飼
地
域
で
実
施

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
、
住
民

が
最
も
重
視
す
る
取
り
組
み
は「
公
共

交
通
の
充
実
」で
し
た
。

提
案

積
極
的

鳥
飼
ま
ち
づ
く
り

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　
摂
津
市
は
、
鳥
飼
地
域
の
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
他
地
域
よ
り
急
速
に

進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と

し
て
、
鳥
飼
地
域
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す「
鳥
飼
ま
ち
づ

く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」を
来
年
度

末
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

鳥
飼
地
域
の
課
題
共
有
、

す
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
参
加
で

　
市
教
育
委
員
会
は
、
国
・
府
に
30
人

以
下
学
級
を
要
望
し
、
現
行
制
度
の
も

認
識
で
す
。
国
は
、
小
学
校
に
お
い
て

５
年
間
で
段
階
的
に
35
人
学
級
を
導
入

す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
が
、
遅
す
ぎ

ま
す
。
小
中
学
校
全
学
年
で
直
ち
に
30

人
以
下
学
級
を
、
そ
し
て
20
人
以
下
学

級
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。

　2018年度に大阪府が６年後の国保府内統一を提
唱したことにより、府下市町村で国保料の大幅値
上げが連続しています。しかし、今年度大阪府が
出した資料によると、これまでの推計に反し、実
際の医療費総額は2015年度をピークに下がり続け、
値上げをする根拠が全くないことが明らかになり

主
な
汚
染
源
は

ダ
イ
キ
ン
工
業

実
態
調
査
、
情
報
公
開
、

対
策
を

　
昨
年
６
月
、
環
境
省
が
実
施
し
た
水

質
調
査
で
、
南
別
府
の
井
戸
水
か
ら
国

の
暫
定
指
針
値
の
36
倍
、
全
国
で
最
も

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
長
年
、Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
を
製
造
、
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
１
５
年
12
月
ま
で
に
製
造
使
用
を
中

止
し
、
敷
地
内
地
下
水
の
汚
染
除
去
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
周
辺
の
地
下
水
、

土
壌
、
公
共
下
水
道
排
水
な
ど
に
高
濃

度
な
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
残
留
し
て
い
る
と
み

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
汚
染
に
つ
い
て
、
大

阪
府
、
摂
津
市
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
三

者
で
対
策
連
絡
会
を
２
０
１
２
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
詳

細
は
議
会
、
市
民
、
周
辺
住
民
に
は
知

ら
せ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
民
の
健
康
、
地
域
の
環
境
を
守
る

立
場
で
摂
津
市
に
次
の
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

❶
大
阪
府
に
対
し
周
辺
地
域
の
水
路
、

地
下
水
、
土
壌
、
住
民
の
健
康
な
ど

実
態
調
査
を
求
め
る
こ
と
。

❷
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
対
し
敷
地
内
の
汚

染
状
況
の
情
報
公
開
や
対
策
の
協
力

全
国
最
高
値

住
民
の
血
液
か
ら
も

コ
ロ
ナ
禍
か
ら

命
と
暮
ら
し
守
る
、

ケ
ア
に
手
厚
い
市
政
を
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
収
入
減
少
、
失
業
や
廃
業
な
ど
の

影
響
が
出
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
に

市
や
社
協
に
寄
せ
ら
れ
る
生
活
相
談

や
支
援
制
度
の
利
用
は
急
増
し
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
利
用
者
の
多
い
生

活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
や
住
宅
確

保
給
付
金
な
ど
は
、
一
時
的
な
窮
地

を
乗
り
切
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も

の
で
、
困
窮
状
態
が
長
引
く
中
で
は

生
活
保
護
に
至
る
ケ
ー
ス
も
今
後
増

え
て
き
ま
す
。「
生
活
保
護
は
権
利
・

た
め
ら
わ
ず
に
申
請
し
て
欲
し
い
」

と
安
倍
前
首
相
が
国
会
で
も
述
べ
る

な
ど
、
必
要
な
人
に
行
き
届
く
手
立

て
が
必
要
。
年
末
年
始
を
含
め
、
支

援
が
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に

市
や
社
協
の
窓
口
の
充
実
な
ど
体
制

強
化
を
求
め
ま
し
た
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

―

淀
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市債
市の借金 市の主要３つの貯金

基金

760億円 36％
減少

487億円

51億円 139億円

2009年度
リーマン・ショック時

2009年度
リーマン・ショック時

2019年度 2019年度

2.7
倍

コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
摂
津
市
の
持
ち
出
し
は

わ
ず
か
約
４
億
円

千
里
丘
駅
西
口
再
開
発

地
元
権
利
者
の
今
後
の
生
活
と
営
業
に
責
任
を
持
つ
こ
と

　
一
昨
年
11
月
に
都
市
計
画
案
に
対
す

る
１
０
２
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
事
業
計
画
書
作
成
と
と
も

に
、
地
元
権
利
者
に
対
す
る
従
前
評
価

額
の
決
定
や
今
後
の
意
向
に
つ
い
て
の

最
終
確
認
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
32
階
建
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
の
見
直
し
や
市
民
的
議
論
を

行
う
と
と
も
に
、
約
60
人
の
借
家
人
対

策
を
含
め
、
意
見
書
に
込
め
ら
れ
た
市

民
、
地
元
権
利
者
の
思
い
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
都
市
計
画
法
第
74
条
を
生

か
し
た
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

少
人
数
学
級

地
下
水
、土
壌
か
ら
検
出
環
境
保
全
に
責
任
は
た
せ
！

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ（
ピ
ー
フ
ォ
ア
）

発
が
ん
性
指
摘
の

高すぎる国保料値下げせよ！

7000

8000

9000

2016 2017 2018年度

億円

8060億円
7813億円

7560億円

8519億円 8630億円
8796億円

大阪府医療費推計と実際の医療費

医療費推計
実際の医療費

ました。府内市町村のほとんどが黒字傾向であり、
摂津市のように黒字を基金に積み上げる市町村が
増えています。法的に、保険料決定権は市町村に
あります。摂津市は大阪府の掛け声に従うのでは
なく、コロナ禍に苦しむ市民の立場に立ち、保険
料値下げをすべきです。

　
ど
ち
ら
の
計
画
も
住
民
の
く
ら
し
に

か
か
わ
る
重
要
な
も
の
で
拙
速
に
進
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
整
備

対
象
と
す
る
地
域
で
は
、
住
居
の
立
ち

退
き
や
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
移
転
な

ど
の
大
き
な
課
題
が
生
じ
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
重
要
課
題
と
あ
わ
せ
、情
報
公
開
・

住
民
参
加
を
保
障
し
、
住
民
と
の
双
方

向
の
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
す
。

商
工
振
興
費（
実
質
）の

82
％
が
大
企
業
へ

中
小
企
業
支
援
策
わ
ず
か
18
％
！

中
小
企
業
に
こ
そ
、本
気
の
支
援
を
！

　
２
０
１
９
年
度
の
決
算
に
よ
る
と
、

融
資
預
託
金
（
銀
行
へ
市
が
預
け
る
お

金
。
毎
年
戻
っ
て
く
る
）
と
商
品
券
発

行
事
業
（
全
額
国
費
）
を
除
く
摂
津
市

の
実
質
商
工
振
興
費
は
２
億
５
１
６
万

円
で
す
。
そ
の
う
ち
の
企
業
立
地
奨
励

金
は
１
億
７
６
６
６
万
円
で
す
が
、
奨

励
金
の
９
割
以
上
は
大
企
業
に
対
す
る

交
付
金
で
す
。
実
質
商
工
振
興
費
全
体

の
82
％
が
大
企
業
９
社
へ
の
立
地
奨
励

金
で
あ
り
、
摂
津
市
の
約
４
０
０
０
事

業
所
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
中
小
企
業

へ
は
、
す
べ
て
の
支
援
策
を
合
わ
せ
て

も
わ
ず
か
18
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
で
廃
業
・
倒
産
が
相
次
ぐ
中
小

企
業
に
対
し
、
摂
津
市
は
本
気
の
支
援

を
す
べ
き
で
す
。

　
性
暴
力
は
被
害
者
の
尊
厳
を
著
し
く

傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
ど
の

よ
う
な
場
合
で
あ
れ
、
相
手
の
同
意
の

な
い
性
的
行
為
は
性
暴
力
で
す
。♯
Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
や
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
な
ど
、

性
暴
力
の
根
絶
を
求
め
る
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
で
、
性
暴
力
に
つ
い

て
の
摂
津
市
の
認
識
を
質
し
、
摂
津
市

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
性
暴
力
救
援
セ
ン

タ
ー
・
大
阪
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
の
紹

介
等
、「
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
と

き
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

性
暴
力
を
な
く
し
、被
害
者
支
援
を

を
求
め
る
こ
と
。

❸
国
に
対
し
て
、
法
的
規
制
の
強
化
、

排
出
者
責
任
を
明
確
に
し
た
汚
染
対

策
を
求
め
る
こ
と
。Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
は
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の

一
種
。
焦
げ
付
か
な
い
フ
ラ
イ
パ
ン
や

泡
消
化
剤
な
ど
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、環
境
中
で
分
解
さ
れ
ず
残
留
し
、

発
が
ん
性
な
ど
健
康
被
害
の
危
険
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、
国
連
の
残

留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
条
約
に
お
い
て
、「
廃
絶
」対

象
物
質
に
指
定
。
国
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
等
を

水
質
汚
濁
に
か
か
る
要
監
視
項
目（
暫

定
指
針
値
50
ｎ
ｇ（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）／

ℓ
）に
設
定
し
た
が
、
環
境
基
準
の
よ

う
な
強
制
力
は
な
く
、
現
状
で
は
企
業

の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
は
？

■鳥飼小校区
■鳥飼北小校区 ■鳥飼東小校区
■鳥飼西小校区

公共交通
の充実

少子化対策高齢化対策

防災対策

コミュニティの
活性化3％

その他2％
無回答1％

　
６
年
前
に
始
ま
っ
た
中
学
校
給
食
は

今
、大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

低
い
喫
食
率
、
高
い
委
託
費―

―
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
選
択
制
の
矛
盾

　
生
徒
が
給
食
を
注
文
し
て
食
べ
る
割

合（
喫
食
率
）は
、平
均
５
％
前
後
で
す
。

ま
た
、
参
入
事
業
者
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

来
年
度
以
降
の
契
約
額
は
こ
れ
ま
で
の

２
倍
以
上
に
な
り
ま
す
。

「
全
員
給
食
」に
向
け
た

取
り
組
み―

―

学
校
給
食
会
、総
合
教
育
会
議

か
ら
も「
望
ま
し
い
」

　
摂
津
市
は
、
全
員
給
食
実
施
に
向
け

た
調
査
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
学
校
給

食
会
や
総
合
教
育
会
議
か
ら
も
管
理
栄

養
士
が
栄
養
価
を
綿
密
に
計
算
し
て
調

理
さ
れ
る
給
食
に
意
義
が
あ
る
な
ど

「
全
員
給
食
が
望
ま
し
い
」と
の
意
見

が
出
て
い
ま
す
。

小
学
校
と
同
じ
よ
う
に

安
全
で
お
い
し
い
全
員
給
食
を

　
評
判
の
よ
い
小
学
校
と
同
じ
よ
う
に

安
全
で
温
か
く
て
お
い
し
い
全
員
給
食

の
実
現
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
中
学
校
給
食
を
全
員
に

高
い
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、京
都
大
学
調
査
グ
ル
ー

プ
の
調
査
に
よ
り
、
一
津
屋
の
井
戸
水

か
ら
暫
定
指
針
値
の
３
６
０
倍
、
農
地

の
土
壌
や
住
民
の
血
液
か
ら
も
高
濃
度

の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」２
０
２
０
年
12
月
２
日
付

35％

24％
21％

14％

と
で
も
可
能
な
限
り
教
員
等
を
増
員
し

少
人
数
学
級
編
成
の
実
現
に
努
力
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
イ

少人数学
級は

子どもたち
にとって

いいことが

いっぱいだ
ね

おいしい給食を食べてほしい

おいしい給
食が

食べたい


